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若い
技能工の育成を！
輝く未来へ

協同組合

を
お
願
い
致
し
ま
す
。」

　

続
い
て
議
事
に
先
立
ち
司
会

よ
り
本
総
会
成
立
の
定
足
数
の

報
告
が
行
わ
れ
、
次
に
議
長
の

選
出
に
移
り
、
一
任
さ
れ
た
司

会
者
の
発
議
に
よ
り
文
京
支
部

長
の
中
川　

修
氏
が
議
長
に
選

任
さ
れ
、
令
和
４
年
度
事
業
報

告
、
令
和
４
年
度
収
支
決
算
報

告
及
び
余
剰
金
処
分
案
、
令
和

５
年
度
事
業
計
画
案
、
同
収
支

予
算
案
等
13
議
案
が
審
議
さ
れ

全
て
の
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ

た
。

　

第
11
号
議
案
と
し
て
上
程
さ

れ
た
役
員
改
選
で
は
、
役
員
選

考
委
員
会
か
ら
理
事
13
名
（
全

て
再
任
）、
監
事
１
名
（
新
任
）

が
指
名
推
選
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。
続
い
て
別
室
に
お
い
て
選

任
さ
れ
た
新
理
事
に
よ
る
臨
時

理
事
会
を
開
催
し
、
上
島
康
秀

理
事
が
新
理
事
長
に
決
定
し

た
。
副
理
事
長
に
は
伊
藤　

徹

理
事
、
戸
村
直
樹
理
事
が
選
任

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
役
員
改
選
で

は
、
瀧
山
理
事
長
が
退
任
と
な

り
顧
問
理
事
に
、
葭
原
副
理
事

長
が
退
任
し
監
事
に
就
任
し

た
。

　

東
タ
協
の
令
和
５
年
度
第
65

回
通
常
総
会
は
、
５
月
26
日

（
金
）、
Ｊ
Ｒ
総
武
線
市
ヶ
谷
駅

か
ら
ほ
ど
近
い
、
千
代
田
区
九

段
北
４
丁
目
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
堀
越
事
業
部
長
の
進
行
の

も
と
、
上
島
康
秀
副
理
事
長
が

開
会
を
宣
し
、
瀧
山
有
二
理
事

長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

「
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
東
タ

協
の
第
65
回
通
常
総
会
が
久
し

ぶ
り
に
対
面
形
式
で
開
催
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
皆
様
と
お

会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
し
た
。
こ
の
３
年
間
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
組
合
員
の
皆
様

も
大
変
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
今
年
の
賀
詞
交

歓
会
は
東
京
都
の
指
導
も
あ
り

残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
や
っ
と
こ
の

５
月
の
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
形
で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
郊

の
築
炉
、
埼
玉
、
神
奈
川
の
各

組
合
も
組
合
員
を
呼
ん
で
総
会

を
再
開
す
る
よ
う
で
す
。
東
タ

協
も
本
日
組
合
員
の
皆
様
を
お

誘
い
し
て
第
65
回
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
す
。
本
総
会
で
は
第

１
号
議
案
か
ら
13
号
議
案
ま
で

審
議
い
た
だ
き
ま
す
が
、
本
年

度
は
役
員
改
選
の
年
に
な
り
ま

す
。
第
11
号
議
案
で
新
し
い
理

事
の
方
が
決
ま
り
、
そ
の
後
新

理
事
長
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
滞
り
な
く
総

会
が
行
わ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力

東京都タイル煉瓦工事工業協
同組合はタイル工事の需要喚
起と適正価格（値戻し）のた
めに努力します。
　１．タイルは住環境を豊かにします。
　２．高品質確保のために適正価格を求め
　　　ます。

上
島
康
秀
理
事
長
が
誕
生

「
タ
イ
ル
施
工
の
プ
ロ
集
団
」
を
め
ざ
す
！

　
第
65
回
通
常
総
会
で
役
員
改
選

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
で
、

理
事
の
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ

り
伝
統
あ
る
東
タ
協
の
理
事

長
に
就
任
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
上
島
康
秀
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

誠
に
大
役
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
役
員
の
方
々
を
は
じ
め

組
合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、

お
力
添
え
を
賜
り
な
が
ら
こ

の
重
責
を
全
う
す
る
よ
う
努

め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　

　

現
在
業
界
の
取
り
巻
く
環

境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。
職
人
さ
ん
の
高

齢
化
や
新
し
い
人
材
確
保
に

つ
い
て
皆
様
方
も
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
事
と
存
じ
ま
す
。

最
近
は
タ
イ
ル
の
施
工
方
法

も
圧
着
張
り
か
ら
弾
性
接
着

剤
張
り
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
し
、
ま
た
６
０
０
角

を
超
え
る
大
判
タ
イ
ル
の
施

工
も
増
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
施
工
す
る
側
の

知
識
や
技
量
の
習
熟
度
を
い

か
に
し
て
上
げ
て
ゆ
く
か
が

カ
ギ
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し

た
状
況
下
に
お
い
て
当
組
合

は
プ
ロ
の
集
団
で
あ
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
技
術
・

技
能
・
知
識
に
確
固
た
る
信

念
を
持
っ
た
施
工
が
高
品
質

な
タ
イ
ル
施
工
を
生
み
出
し

て
ゆ
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
製
・
販
・
工
が

が
っ
ち
り
と
タ
ッ
グ
を
組

み
、
お
客
様
に
よ
り
良
い
も

の
を
提
供
し
て
ゆ
く
為
に
、

私
た
ち
と
職
人
さ
ん
の
知
識

の
上
積
み
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

い
く
ら
良
い
も
の
や
興
味

を
ひ
く
も
の
を
作
っ
て
も
、

張
る
側
が
特
性
を
知
ら
な
い

で
施
工
し
た
ら
ど
う
な
り
ま

す
か
？　

安
全
な
施
工
を
皆

様
と
共
に
共
有
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
理
事
長
就
任
に
当
た
っ
て

	
	

	

理
事
長
　
上
島
　
康
秀

総
会
懇
親
会
を
開
催　

４
年
ぶ
り

　

総
会
終
了
後
、
来
賓
、
近
隣

の
友
誼
団
体
、
メ
ー
カ
ー
商
社

の
皆
さ
ん
を
招
い
て
の
総
会
懇

親
会
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し

た
。

　

総
会
に
続
き
堀
越
総
務
部
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
戸
村
新
副

理
事
長
の
開
会
の
辞
に
続
き
、

上
島
新
理
事
長
が
挨
拶
し
た
。

　

挨
拶
の
中
で
上
島
理
事
長
は

自
身
の
ル
ー
ツ
と
生
い
立
ち
、

タ
イ
ル
工
事
業
の
道
を
歩
む
こ

と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
来
場

者
に
紹
介
し
な
が
ら
、
東
タ
協

の
理
事
長
と
い
う
重
責
を
全
う

す
る
た
め
の
協
力
を
お
願
い
し

た
。

　

次
い
で
来
賓
の
日
タ
煉
大
野

会
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
メ
ー

カ
ー
・
商
社
を
代
表
し
て
㈱
梅

村
タ
イ
ル
店
の
梅
村
会
長
が
挨

拶
し
、「
難
し
い
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
大
変
な
工
事
だ
っ
た

が
、
出
来
が
大
変
素
晴
ら
し
い

と
お
褒
め
を
い
た
だ
い
た
出
来

栄
え
で
、
オ
ー
プ
ン
後
た
く
さ

ん
の
お
子
さ
ん
が
来
ら
れ
た
と

き
に
、
タ
イ
ル
を
肌
で
さ
わ
っ

て
タ
イ
ル
に
親
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
出
来
れ
ば
こ
の
苦
労
も

報
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
と
、
本
当
に
頭
の
下
が
る

よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
だ

き
、
技
術
を
も
っ
て
も
の
を
つ

く
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら

し
い
こ
と
か
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
こ
ん
な
こ
と
を
皆
さ
ん
も

感
じ
た
ら
タ
イ
ル
の
売
上
げ
も

伸
び
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。」と
愛
知
県
の
ジ
ブ
リ
パ
ー

ク
の
２
期
工
事
で
の
モ
ザ
イ
ク

の
タ
イ
ル
張
り
工
事
に
つ
い
て

の
話
を
さ
れ
た
。

　

次
に
令
和
４
年
度
技
能
検
定

最
優
秀
合
格
者
日
タ
煉
会
長
表

彰
の
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、

連
合
会
会
長
の
東
タ
築
森
井
理

事
長
の
乾
杯
の
発
声
で
宴
の
幕

が
上
が
り
親
睦
と
歓
談
の
輪
が

広
が
っ
た
。

　

新
理
事
長
、
副
理
事
長
を
囲

ん
で
の
激
励
の
歓
談
も
は
ず

み
、
未
来
志
向
で
の
発
展
を
予

感
し
な
が
ら
盛
会
と
な
り
、
こ

の
日
顧
問
理
事
に
就
任
し
た
瀧

山
前
理
事
長
の
音
頭
で
三
本
締

め
が
お
こ
な
わ
れ
、
伊
藤
新
副

理
事
長
の
閉
会
の
辞
で
お
開
き

と
な
り
全
て
の
総
会
日
程
を
終

了
し
た
。

総会のもよう

瀧山理事長 司会の堀越理事

中川修議長

懇親会のもよう（三本締め）
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東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
顧
問
理
事
　
瀧
山
　
有
二

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
理
事
長
　
上
島
　
康
秀

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
副
理
事
長
　
伊
藤
　
　
徹

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
副
理
事
長
　
戸
村
　
直
樹

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

　
監
　
　
事
　
葭
原
　
隆
雄

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

総
務
・
経
理
部
長

堀
越
　
孝
志

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

総
務
・
経
理
副
部
長

中
川
　
雅
一

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

厚
生
・
組
織
部
長

山
下
大
樹
郎

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

厚
生
・
組
織
副
部
長
　
突
川
　
雄
太

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

資
材
・
技
術
部
長
　
澄
川
　
孝
美

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

資
材
・
技
術
副
部
長
　
和
田
　
基
嗣

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

事
業
・
広
報
部
長
　
狩
野
　
明
彦

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

事
業
・
広
報
副
部
長

土
屋
　
　
浩

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同
組
合

事
業
・
広
報
部

松
本
　
洋
一

　

（
一
社
）
日
タ
煉
は
５
月
17

日
（
水
）
東
京
千
代
田
区
九

段
北
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
学
士
会
館
）
に
お
い
て
、
令

和
５
年
度
第
11
回
定
時
総
会
を

開
催
し
た
。
総
会
で
は
、
令
和

４
年
度
の
事
業
報
告
、
同
収
支

決
算
報
告
、
令
和
５
年
度
の
事

業
計
画
案
、
同
収
支
予
算
案
等

が
審
議
承
認
さ
れ
た
の
を
始

め
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
、
理
事
28
名
・
監
事
３

名
が
推
薦
承
認
さ
れ
た
。
新
任

の
理
事
は
７
名
で
５
名
が
退
任

と
な
っ
た
。
監
事
は
全
て
再

任
。
当
組
合
関
係
で
は
上
島
康

秀
理
事
長
、
葭
原
隆
雄
監
事
、

堀
越
孝
志
理
事
が
再
任
、
伊
藤

徹
副
理
事
長
、
戸
村
直
樹
副
理

事
長
の
２
名
が
新
任
の
理
事
と

し
て
推
薦
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

瀧
山
有
二
前
理
事
長
（
=
顧
問

理
事
）
は
こ
の
日
を
も
っ
て
退

任
と
な
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
新
役
員
に
よ
る

臨
時
理
事
会
を
開
催
し
、
会

長
、
副
会
長
、
常
任
理
事
の
人

事
が
行
わ
れ
、
大
野
繁
幸
会
長

（
神
奈
川
）
の
続
投
が
決
ま
っ

た
。
副
会
長
は
落
合
唯
志
氏

（
宮
タ
協
）
中　

充
夫
氏
（
埼

タ
煉
）
綱
嶋
茂
信
氏
（
千
葉
県

タ
）
が
再
任
、
新
た
に
丸
山
常

彦
氏
（
新
潟
県
タ
）
森
井
政
明

氏
（
東
タ
築
）
の
２
名
が
就
任

し
５
名
体
制
と
な
っ
た
。
常
任

理
事
は
再
任
、
新
任
含
め
６
名

（
一
社
）
日
タ
煉
第
11
回
（
通
期
55
回
）
定
時
総
会
を
開
催

　

役
員
改
選
で
東
タ
協
か
ら
５
名
が
理
事
に
就
任

が
選
任
さ
れ
た
。
当
組
合
関
係

で
は
、
上
島
理
事
長
、
葭
原
監

事
の
両
名
が
常
任
理
事
に
選
任

さ
れ
た
。

　

ま
た
こ
の
日
、
こ
れ
ま
で
コ

ロ
ナ
禍
で
自
粛
し
て
き
た
総
会

懇
親
会
が
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
。
た
だ
し
、
５
類
に
移
行

し
た
と
は
い
え
、
感
染
者
が
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

出
席
者
を
日
タ
煉
の
正
会
員
で

あ
る
会
員
団
体
の
代
表
者
、
個

人
法
人
会
員
や
役
員
、
メ
ー

カ
ー
・
商
社
の
賛
助
会
員
に

絞
っ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
４
年
ぶ
り
の
懇
親
会
の

開
催
と
あ
っ
て
参
加
者
は
久
し

ぶ
り
の
再
開
に
旧
交
を
温
め
、

盛
況
の
内
に
閉
会
と
な
っ
た
。

東東タタ協協　　令令和和５５・・６６年年度度役役員員一一覧覧  

顧顧問問理理事事  瀧瀧山山  有有二二（（豊豊島島支支部部））  

理理 事事 長長  上上島島  康康秀秀（（新新宿宿杉杉並並支支部部））  

副副理理事事長長  伊伊藤藤    徹徹（（練練馬馬板板橋橋支支部部））  

副副理理事事長長  戸戸村村  直直樹樹（（品品川川大大田田支支部部））  

監監    事事  葭葭原原  隆隆雄雄（（豊豊島島支支部部））  

＜＜事事業業部部＝＝理理事事＞＞  

総総務務・・経経理理部部  部部  長長  堀堀越越  孝孝志志（（豊豊島島支支部部））  

    副副部部長長  中中川川  雅雅一一（（文文京京支支部部））  

厚厚生生・・組組織織部部  部部  長長  山山下下大大樹樹郎郎（（墨墨田田支支部部））  

    副副部部長長  突突川川  雄雄太太（（練練馬馬板板橋橋支支部部））  

資資材材・・技技術術部部  部部  長長  澄澄川川  孝孝美美（（品品川川大大田田支支部部））  

    副副部部長長  和和田田  基基嗣嗣（（豊豊島島支支部部））  

事事業業・・広広報報部部  部部  長長  狩狩野野  明明彦彦（（新新宿宿杉杉並並支支部部））  

    副副部部長長  土土屋屋    浩浩（（練練馬馬板板橋橋支支部部））  

  松松本本  洋洋一一（（品品川川大大田田支支部部））  

＜＜支支部部長長＞＞  

文文 京京 支支 部部  中中川川    修修  豊豊 島島 支支 部部  加加藤藤  勝勝宏宏  

新新宿宿杉杉並並支支部部  矢矢部部  雅雅彦彦  練練馬馬板板橋橋支支部部  古古澤澤  信信司司  

墨墨 田田 支支 部部  斗斗澤澤  英英美美  荒荒 川川 支支 部部  宮宮崎崎  和和仁仁  

品品川川大大田田支支部部  松松本本  洋洋一一  北北    支支  部部  

総会のようす

大野会長と副会長の面々
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５
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
東

タ
協
の
通
常
総
会
か
ら
は
や
い

も
の
で
一
ヶ
月
あ
ま
り
が
経
ち

ま
し
た
が
、
上
島
新
理
事
長
の

も
と
私
た
ち
理
事
も
気
持
ち
を

新
た
に
、
役
割
を
果
た
し
て
い

く
所
存
で
す
。　

　

約
三
年
あ
ま
り
の
間
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
行
動
制
限
が
課
せ
ら

れ
、
ほ
と
ん
ど
何
も
出
来
な
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
。
今
年
五

月
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
法
上
の
位
置

づ
け
が
変
わ
り
こ
れ
ま
で
課
せ

ら
れ
て
き
た
行
動
制
限
が
解
除

さ
れ
コ
ロ
ナ
前
の
社
会
生
活
が

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
観
光
地

の
人
出
も
賑
わ
い
を
見
せ
外
国

か
ら
お
客
さ
ん
も
多
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
な
く
な
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
に
来

　
●
品
川
・
大
田
支
部

　

年
度
替
わ
り
早
々
の
4
月
23

日
（
日
）
に
「
神
奈
川
県
タ
イ

ル
煉
瓦
協
会
（
大
野
繁
幸
理
事

長
）」
主
催
の
令
和
5
年
度
第

一
回
技
能
向
上
講
習
会
（
矢
沢

保
政
技
術
委
員
長
）
に
当
社
の

若
手
職
人
2
名
を
連
れ
て
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
二
俣
川
運
転
試
験
場

近
く
に
あ
り
ま
す
産
業
短
期
大

学
西
キ
ャ
ン
パ
ス
第
2
実
習
場

に
8
：
30
集
合
、
会
場
の
段
取

り
か
ら
始
め
て
資
材
を
搬
入
し

9
：
00
よ
り
講
習
開
始
、
昼
食

休
憩
を
取
り
午
後
の
3
：
00
講

習
終
了
、
後
片
付
け
し
て
４
：

00
過
ぎ
に
終
わ
り
と
い
う
日
程

で
あ
り
ま
す
。

　

講
習
内
容
は
ブ
ロ
ッ
ク
積
＆

１
０
０
角
内
装
タ
イ
ル
積
み
上

げ
張
り
施
工
で
す
。
俗
に
言
う

ブ
ロ
ッ
ク
積
ん
で
団
子
張
り
作

業
で
す
。

　

神
奈
川
か
ら
は
若
手
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
職
人
さ
ん
8
名
が
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
当
社
の
２
名

を
含
め
て
受
講
生
は
10
名
。

　

こ
れ
に
対
し
て
講
師
と
し
て

神
奈
川
県
タ
イ
ル
煉
瓦
協
会
の

技
術
委
員
の
方
々
が
十
数
人
い

ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
受
講
者
よ
り

先
生
の
方
が
多
い
と
い
う
環
境

で
し
た
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教

え
て
い
た
だ
け
る
の
で
受
講
者

は
逆
に
良
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
3
段
つ
ん
で
団
子

張
り
で
す
。
当
社
の
若
手
職
人

は
す
べ
て
初
め
て
な
の
で
不
安

で
し
た
が
、
一
時
間
半
か
け
て

ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
午
前
中
に
初

体
験
の
糸
つ
り
を
教
え
て
も
ら

い
、
ト
ロ
オ
ケ
に
砂
と
セ
メ
ン

ト
と
水
を
、
水
分
量
を
調
節
し

な
が
ら
練
り
混
ぜ
合
わ
せ
る
独

特
の
コ
テ
さ
ば
き
を
練
習
し
て

ゆ
き
ま
す
。
タ
イ
ル
職
人
の
見

せ
場
で
す
。
こ
の
へ
ん
が
上
手

く
行
く
と
か
っ
こ
い
い
と
さ
れ

ま
す
。

　

次
に
左
手
に
持
っ
た
タ
イ
ル

裏
面
に
モ
ル
タ
ル
を
乗
せ
る
作

業
で
す
が
、
こ
れ
が
上
手
く
行

き
ま
せ
ん
。
量
が
多
す
ぎ
た
り

少
な
か
っ
た
り
、
ま
た
水
け
が

少
な
い
と
粘
り
が
無
く
な
っ
た

り
と
、
こ
の
へ
ん
の
加
減
は
職

人
さ
ん
の
技
量
が
試
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

で
手
際
よ
く
作
業
す
る
と
「
お

ぬ
し
も
な
か
な
か
や
る
の
う
」

と
な
り
ま
す
。

　

次
に
張
付
け
と
な
り
ま
す
が

仕
上
げ
糸
に
合
わ
せ
て
タ
イ
ル

を
あ
て
、
も
み
込
ん
で
張
り
付

け
ま
す
。
そ
う
す
る
と
タ
イ
ル

と
下
地
が
水
分
を
吸
っ
て
、
ぞ

く
に
言
う
モ
ル
タ
ル
が
し
ま
る

状
態
に
な
る
と
張
付
け
成
功
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
工
程

で
何
十
枚
も
タ
イ
ル
を
張
っ
て

行
く
練
習
を
し
ま
す
。

　

な
に
せ
初
め
て
の
体
験
で
す

か
ら
作
業
し
て
い
る
職
人
さ
ん

は
疲
れ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
こ
の
よ
う
な
経
験
を
つ
ん
で

い
ろ
い
ろ
な
工
法
を
お
ぼ
え
て

一
人
前
の
タ
イ
ル
職
人
に
な
る

の
で
す
。
彼
ら
2
人
は
来
年
一

級
技
能
検
定
試
験
を
受
け
る
予

定
で
す
の
で
、
今
回
の
講
習
会

は
良
い
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

本
講
習
会
に
外
様
の
当
社
を

受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
神
奈
川

県
タ
イ
ル
煉
瓦
協
会
の
大
野
理

事
長
は
じ
め
役
員
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

て
第
九
派
に
入
っ
た
と
の
専
門

家
の
意
見
も
あ
り
ま
た
、
お
子

さ
ん
を
中
心
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
感
染
者
が
急
増
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
や
は
り
油
断

は
で
き
ま
せ
ん
。
場
所
に
よ
っ

て
は
今
ま
で
と
同
様
に
マ
ス
ク

の
着
用
だ
け
は
暫
く
心
が
け
た

ほ
う
が
い
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
皆
様
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

　

さ
て
、
当
品
川
・
太
田
支
部

で
す
が
７
月
１
日
に
支
部
会
を

開
催
し
ま
す
。
次
回
、
10
月
号

の
紙
面
で
報
告
し
ま
す
。

（
松
本
洋
一
・
記
）

―
日
本
の
百
人
―

●
平
賀
源
内

　

1728

～1779

　

エ
レ
キ
テ
ル
の
発
明
や
鉱
山

開
発
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍

し
た
江
戸
の
才
人
。

●
本
居
宣
長

　

国
学
を
完
成
さ
せ
『
古
事
記

伝
』
な
ど
を
著
し
た
国
学
者
。

●
華
岡
青
洲

　

1760

～1835

　

世
界
初
の
全
身
麻
酔
手
術
に

成
功
し
た
外
科
医
。

●
伊
能
忠
敬

　

1745

～1818

　

日
本
初
の
実
測
地
図
作
成
に

尽
力
し
た
測
量
家
。
日
本
測
量

生
涯
を
か
け
た
遅
咲
き
の
偉

人
。

●
葛
飾
北
斎

　

1760

～1849

　

印
象
派
の
画
家
た
ち
に
影
響

を
与
え
た
名
作
『
富
嶽
三
十
六

景
』
を
残
し
た
浮
世
絵
師
。
世

界
に
衝
撃
を
与
え
た
謎
多
き
天

才
。

●
大
塩
平
八
郎

　

1793

～1837

　

天
保
の
飢
饉
に
同
志
を
募
り

反
乱
を
起
こ
し
た
大
坂
町
奉
行

与
力
。

●
水
野
忠
邦

　

1794

～1851

　

質
素
倹
約
を
奨
励
し
幕
府
改

革
に
取
り
組
ん
だ
老
中
。

●
井
伊
直
弼

　

1815

～1860

　

安
政
の
大
獄
で
反
幕
府
勢
力

を
弾
圧
し
た
幕
府
の
大
老
。

●
勝
海
舟

　

1823

～1899

　

西
郷
隆
盛
と
会
見
し
江
戸
城

を
無
血
開
城
さ
せ
た
幕
臣
。

●
中
浜
万
次
郎

　

1827

～1898

　

遭
難
事
故
で
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
日
本
の
架
け
橋
と
な
っ
た
土

佐
漁
師
出
身
の
語
学
者
（
通
称
：

ジ
ョ
ン
万
次
郎
）

●
島
津
斉
彬

　

1809

～1858

　

徳
川
（
一
橋
）
慶
喜
を
将
軍

に
立
て
幕
府
の
近
代
改
革
に
つ

と
め
た
薩
摩
藩
主
。

●
吉
田
松
陰

　

1830

～1859

　

松
下
村
塾
で
勤
王
派
の
志
士

を
育
て
た
思
想
家
。

●
木
戸
孝
允

　

1833

～1877

　

明
治
政
府
の
基
礎
を
築
い
た

長
州
出
身
の
政
治
家
（
通
称
：

桂
小
五
郎
）

●
近
藤
勇

　

1834

～1868

　

幕
末
に
反
幕
府
勢
力
の
取
締

と
弾
圧
に
あ
た
っ
た
新
選
組
局

長
。

●
坂
本
龍
馬
　

　

1836

～1867

　

薩
長
同
盟
を
実
現
さ
せ
新
し

い
国
の
か
た
ち
を
指
し
示
し
た

土
佐
出
身
の
幕
末
の
英
雄
。

●
徳
川
慶
喜

　

1837

～1913

　

大
政
奉
還
を
決
行
し
新
時
代

の
扉
を
開
い
た
江
戸
幕
府
最
後

の
将
軍
。

●
榎
本
武
揚

　

1836

～1908

　

旧
幕
府
艦
隊
を
率
い
北
海
道

で
新
政
権
の
樹
立
を
図
っ
た
元

幕
臣
。

●
大
村
益
次
郎

　

1825

～1869

　

長
州
の
村
医
か
ら
倒
幕
軍
司

令
官
と
な
っ
た
異
色
の
兵
学

医
。
倒
幕
軍
を
指
揮
し
た
日
本

陸
軍
の
開
祖
。

●
明
治
天
皇

　

1852

～1912

　

王
政
復
古
を
実
行
し
新
し
い

天
皇
制
国
家
を
完
成
さ
せ
た
孝

明
天
皇
の
皇
子
。

●
岩
崎
弥
太
郎

　

1835

～1885

　

海
運
業
に
よ
っ
て
三
菱
財
閥

の
基
礎
を
つ
く
っ
た
土
佐
出
身

の
実
業
家
。
東
洋
の
海
上
王
。

●
福
沢
諭
吉

　

1835

～1901

　

慶
應
義
塾
を
創
設
し
、
近
代

的
合
理
主
義
を
標
榜
し
た
啓
蒙

思
想
家
。

●
板
垣
退
助

　

1837

～1919

（
一
社
）
神
奈
川
県
タ
イ
ル
煉
瓦
協
会
の

　

技
能
向
上
講
習
会
に
参
加
し
て

共
立
タ
イ
ル
（
株
）　
上
島
　
康
秀

　

自
由
党
を
結
成
し
国
会
開
設

を
提
言
し
た
土
佐
出
身
の
政
治

家
。

●
西
郷
隆
盛

　

1828

～1877

　

明
治
維
新
の
立
役
者
と
な
っ

た
薩
摩
出
身
の
政
治
家
。
時
代

に
翻
弄
さ
れ
た
薩
摩
士
族
の

リ
ー
ダ
ー
。

●
渋
沢
栄
一

　

1840

～1931

　

日
本
初
の
銀
行
を
設
立
す
る

な
ど
近
代
日
本
経
済
の
基
礎
を

築
い
た
実
業
家
。

●
伊
藤
博
文

　

1841

～1909

　

立
憲
政
治
を
確
立
し
た
長
州

出
身
の
初
代
総
理
大
臣
。

●
豊
田
佐
吉

　

1967

～1930

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
自

動
織
機
を
発
明
し
、
豊
田
系
企

業
の
礎
を
築
い
た
実
業
家
。
産

業
の
近
代
化
を
実
現
し
た
ト
ヨ

タ
の
発
明
王
。

●
樋
口
一
葉

　

1872

～1896

　

近
代
社
会
に
お
け
る
女
性
の

苦
し
み
を
描
い
た
『
に
ご
り
え
』

『
た
け
く
ら
べ
』
な
ど
の
作
品

を
著
し
た
女
流
小
説
家
。

コ
ラ
ム

時
の
流
れ
、
徒
然
に
書
き
留
め
た
言
葉　

第
九
弾

	
	

	
	

	

　
　

東
タ
協
元
理
事
長　
永
井　

博

組合費の値上げについてお知らせ

　平素は当組合の事業運営に格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、去る令和５年５月２６日に開催されました当組合の通常総会にお
きまして、本年の８月分より当組合会費の値上げをお願いすることが可
決承認されました。これまで、経費削減等努力してまいりましたが、組
合員の減少による会費収入の減少、資材の協同購入収入の減少や昨今
の諸物価の高騰等の要因により組合の財政が大変厳しくなっており、組
合の運営に重大な問題が発生することが懸念されましたことから、この
度、組合費の値上げに踏み切ることとなりました。
　組合員の皆様にはご負担をおけしますが、今後、組合員サービスを低
下させない事を前提に組織や事業の見直し等を迅速 に行い、持続的に
活気のある組合活動を進めてまいります。組合員の皆様には、大変心苦
しいお願いではございますが，何卒ご理解を賜りますよう宜しくお願い申
し上げます。

組合会費　￥５，５００／月　→　８月分より￥６，０００／月
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建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害

の
撲
滅
を
祈
願
す
る
「
安
全
祈

願
際
」
が
、
７
月
３
日
（
月
）

10
時
か
ら
東
京
都
渋
谷
区
代
々

木
の
明
治
神
宮
神
楽
殿
で
行
わ

れ
た
。
主
催
は
建
設
業
労
働
災

害
防
止
協
会
。

　

毎
年
７
月
の
全
国
安
全
週
間

の
実
施
に
伴
い
開
催
さ
れ
て
き

た
安
全
祈
願
祭
は
、
令
和
２
年

日
タ
煉
令
和
５
年
度
の
安
全
祈
願
祭
挙
行

東
タ
協
の
伊
藤
、戸
村
両
副
理
事
長
、

東
タ
築
の
山
﨑
、仁
科
副
理
事
長
等
が
参
加

第 240 号

〒130-0026
東京都墨田区両国4-2-7
ラウンドビル602

TEL 03-6284-0705
FAX 03-6284-0706

　 東 京 タ イ ル 築 炉 業　
　 協　 同　 組　 合　 内　

　
東京都タイル煉瓦
工事業組合連合会

　

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組

合
は
、
５
月
19
日
（
金
）
東

京
・
錦
糸
町
の
東
武
ホ
テ
ル
レ

バ
ン
ト
東
京
に
お
い
て
第
19
回

（
通
期
第
76
回
）
総
会
・
懇
親

会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
は
、
森
井
政
明
理
事
長

が
議
長
を
務
め
進
行
さ
れ
、
令

和
４
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
、
令
和
５
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
、
令
和
４
年

度
労
働
保
険
事
務
組
合
事
業
報

告
・
共
済
会
収
支
報
告
な
ど
、

12
議
案
が
審
議
・
承
認
さ
れ

た
。
第
11
号
議
案
で
は
組
合
費

改
定
、
第
12
号
議
案
で
は
現
役

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
案
が
承
認
さ
れ
、
森
井
理
事

長
の
続
投
が
決
定
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
４
年
ぶ
り
に

友
誼
団
体
や
メ
ー
カ
ー
・
商
社

を
招
い
て
の
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
た
。
金
澤
久
雄
相
談
役
理
事

の
開
宴
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
し
、

森
井
政
明
理
事
長
の
挨
拶
に
続

き
、
新
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ

た
。

　

そ
の
後
、
昨
年
の
技
能
検
定

試
験
で
優
秀
な
成
績
で
合
格
し

た
梅
本
修
希
氏
に
東
京
都
職
業

能
力
開
発
協
会
並
び
に
日
本
タ

イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
会
か
ら
表

彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
日
タ
煉
副
会
長
で
千

葉
県
タ
イ
ル
住
器
工
事
組
合
・

綱
嶋
茂
信
組
合
長
、
同
じ
く
日

タ
煉
副
会
長
で
埼
玉
県
タ
イ
ル

煉
瓦
工
事
工
業
組
合
・
中
充
夫

理
事
長
、
武
蔵
野
タ
イ
ル
工
事

組
合
・
島
村
徳
之
組
合
長
、
東

タ
協
・
上
島
康
秀
副
理
事
長

（
現
理
事
長
）
の
ご
来
賓
挨
拶

が
あ
り
、
仁
科
明
副
理
事
長
の

乾
杯
で
懇
親
会
の
幕
が
上
が

り
、
懇
談
の
中
、
出
席
の
友
誼

団
体
、
メ
ー
カ
ー
・
商
社
の
紹

介
と
祝
辞
が
あ
り
、
交
流
と
懇

談
の
輪
が
広
が
っ
た
。

　

最
後
は
、
山
﨑
秀
一
副
理
事

長
の
閉
会
の
挨
拶
で
幕
を
閉
じ

た
。

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合

第
19
回
（
通
期
第
76
回
）
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

森
井
理
事
長
の
続
投
を
承
認

度
以
降
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
参
加

人
数
を
大
幅
に
制
限
し
行
わ
れ

て
き
た
が
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
移
行
し
た

こ
と
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
形
で
挙
行
さ
れ
た
。

　

日
タ
煉
は
、“
安
全
旗
”
と

と
も
に
大
野
会
長
は
じ
め
厚

生
・
安
全
委
員
会
の
面
々
そ

し
て
近
隣
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の

会
員
団
体
の
役
員
等
が
参
加
し

た
。
東
タ
協
か
ら
伊
藤
副
理
事

長
、
戸
村
副
理
事
長
、
東
タ
築

か
ら
仁
科
副
理
事
長
が
参
加
し

他
の
参
加
者
と
と
も
に
全
国
の

会
員
と
事
業
所
及
び
ご
家
族
の

皆
様
の
安
全
安
寧
を
祈
願
し
、

日
タ
煉
安
全
旗
の
お
祓
い
を
受

け
た
。

　

日
タ
煉
は
、５
月
17
日
（
水
）

千
代
田
区
九
段
北
の
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
開
催
し
た

第
11
回
定
時
総
会
で
、
現
役
員

の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

を
行
い
理
事
28
名
、
監
事
３
名

を
選
任
し
た
。

　

そ
の
後
同
会
場
で
開
催
さ
れ

た
新
役
員
に
よ
る
臨
時
理
事
会

で
正
副
会
長
の
人
事
が
行
わ

れ
、
東
タ
築
の
森
井
政
明
理
事

長
が
副
会
長
に
就
任
し
あ
わ
せ

て
経
営
委
員
会
委
員
長
に
就
任

し
た
。

　

５
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
日

タ
煉
の
総
会
に
お
い
て
、
こ
の

日
を
も
っ
て
同
会
の
理
事
を
退

任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
東
タ

築
の
山
﨑
敏
男
氏
に
退
任
役
員

功
労
表
彰
が
贈
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
２
期
４
年
日
タ
煉
の

理
事
を
努
め
同
会
の
事
業
運
営

に
尽
力
し
た
功
績
で
、
東
タ
協

の
堀
越
孝
志
氏
に
役
員
功
労
表

彰
が
贈
ら
れ
た
。

　

表
彰
式
は
総
会
終
了
後
に
行

わ
れ
た
総
会
懇
親
会
で
執
り
行

わ
れ
、
こ
の
日
再
任
が
決
ま
っ

た
日
タ
煉
大
野
会
長
よ
り
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
た
。

山
﨑
敏
男
氏
（
東
タ
築
）・

堀
越
孝
志
氏
（
東
タ
協
）
に

日
タ
煉
会
長
表
彰

日
タ
煉
第
11
回

定
時
総
会
で
役
員
改
選

東
タ
築
森
井
理
事
長
が

副
会
長
に
就
任

　

東
京
都
の
令
和
５
年
度
タ
イ

ル
張
り
技
能
検
定
実
技
試
験

は
、
８
月
26
日
（
土
）・
27
日

（
日
）
の
両
日
、
都
立
城
東
職

業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、
東
京
都
タ

イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組
合
連
合
会

は
水
準
調
整
会
議
を
６
月
３
日

（
土
）
に
同
セ
ン
タ
ー
会
議
室

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
瀧
山
有
二
技
能
検

定
運
営
委
員
長
（
東
タ
協
）
と

島
村　

新
主
席
検
定
委
員
（
武

蔵
野
）
を
中
心
に
進
行
さ
れ
、

技
能
検
定
の
日
程
確
認
か
ら
、

役
割
分
担
、
留
意
事
項
な
ど
に

至
る
ま
で
詳
細
な
説
明
と
確
認

が
行
わ
れ
、
本
年
度
の
実
施
に

向
け
た
熱
い
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
る
充
実
し
た
活
発
な
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
更
に
最
近

の
注
意
事
項
な
ど
を
踏
ま
え
、

安
全
か
つ
公
平
公
正
な
試
験
実

施
に
向
け
た
綿
密
な
打
ち
合
わ

せ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
タ
イ
ル
張
り
技
能

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組
合
連
合
会

令
和
５
年
度
タ
イ
ル
張
り
技
能
検
定　

「
水
準
調
整
会
議
」を
開
催

検
定
実
技
試
験
の
申
込
者
は
、

1
級
36
名
、
２
級
12
名
の
合
計

48
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、本
年
度
の
検
定
委
員
・

補
佐
員
は
次
の
通
り
で
す
。

【
検
定
委
員
（
敬
称
略
）】

島
村
新
（
主
席
）、
瀧
山
有
二
、

相
田
誠
、
堀
越
孝
志
、
山
﨑
秀

一
、
佐
瀬
浩
司
、
廣
瀬
達
也
、

仁
科
明
、
小
林
孝
至

【
補
佐
員
（
敬
称
略
）】

新
井
賢
次
、
伊
奈
健
至
、
金
澤

徳
久
、
梅
本
行
伸
、
柴
髙
治
、

長
沼
優
、
重
田
雄
平
、
和
田
基

嗣
、勝
呂
高
也
、佐
々
木
崇
（
城

東
セ
ン
タ
ー
）

総会のもよう

懇親会のもよう

日タ煉綱嶋副会長 東タ協上島理事長

表彰を受ける山﨑氏

表彰を受ける堀越氏

水準調整会議
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